[image: ]　しずかに！　かみさまに　しゅうちゅう




　　　　　　
使徒 (しと)1:14　この人 (ひと)たちは、婦人 (ふじん)たちやイエスの母 (はは)マリヤ、およびイエスの兄弟 (きょうだい)たちとともに、みな心 (こころ)を合 (あ)わせ、祈 (いの)りに専念 (せんねん)していた。




もくようび



神様 (かみさま)がくださる力 (ちから)で、世界 (せかい)を生 (い)かした人 (ひと)たちがいます。聖書 (せいしょ)には、その人々 (ひとびと)の記録 (きろく)が、いっぱい記録 (きろく)されています。ところで、その記録 (きろく)を詳 (くわ)しく調 (しら)べれば、共 (きょう)通 (つう)点 (てん)があります。神様 (かみさま)がくださる力 (ちから)を受 (う)ける時間 (じかん)があったということです。マルコの屋上 (おくじょう)の間 (ま)に集 (あつ)まった初代 (しょだい)教会 (きょうかい)の人々 (ひとびと)も同 (おな)じでした。とても静 (しず)かな時間 (じかん)、彼 (かれ)らが集 (あつ)まりました。そして、神様 (かみさま)に祈 (いの)りました。他 (ほか)の考 (かんが)えをしなかったのです。ただ神様 (かみさま)がイエス様 (さま)を通 (とお)してくださった約束 (やくそく)だけ考 (かんが)えながら祈 (いの)りました。すべての問題 (もんだい)を解決 (かいけつ)されたキリスト（使徒 (しと)1:1）、の背 (はい)景 (けい)は世 (よ)の中 (なか)でなく天 (てん)に属 (ぞく)する神 (かみ)の国 (くに)という祝福 (しゅくふく)（使徒 (しと)1:3）すべてを生 (い)かす聖霊 (せいれい)の力 (ちから)（使徒 (しと)1:8）でした。このとき受 (う)けた力 (ちから)で福音 (ふくいん)を味 (あじ)わうことにさらに集中 (しゅうちゅう)するようになりました。また、神様 (かみさま)のみことばをずっと考 (かんが)えながら根 (ね)をおろしました。静 (しず)かな時間 (じかん)に神様 (かみさま)に祈 (いの)ることで幸 (しあわ)せになるという体質 (たいしつ)もできました。
レムナントのみんなも、初代 (しょだい)教会 (きょうかい)の人々 (ひとびと)が味 (あじ)わったこの時間 (じかん)を見 (み)つけましょう。神様 (かみさま)とともにいる、その時間 (じかん)に集中 (しゅうちゅう)することができるようにということです。いつのまにか、私 (わたし)を困 (こま)らせる暗 (くら)やみの勢力 (せいりょく)は離 (はな)れて、福音 (ふくいん)が心 (こころ)に根 (ね)をおろして、みことばが成就 (じょうじゅ)する証人 (しょうにん)になるでしょう。
　　　　　　　　　牧会者夫人修練会1講/2016.05.10




　きょうのいのり












　きょうのでんどう












　きょうのみことば

　アモス　１

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう













もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう










[image: ]マルコの屋上 (おくじょう)の間 (ま)に集 (あつ)まって祈 (いの)っている初代 (しょだい)教会 (きょうかい)の人々 (ひとびと)がいます。
みんなが神様 (かみさま)の前 (まえ)に心 (こころ)をこめて祈 (いの)っています。
絵 (え)を見 (み)て、私 (わたし)が祈 (いの)る姿 (すがた)はどうなのかを思 (おも)い浮 (う)かべて、
かくれている絵 (え)を見 (み)つけましょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖書 (せいしょ)、ドーナッツ、たまじゃくし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハート、いちょうの葉 (は)

かくれている
えを
みつけよう

































おいのり
しよう



父 (ちち)なる神様 (かみさま)！神様 (かみさま)に集中 (しゅうちゅう)する恵 (めぐ)みをください。そしてキリストという答 (こた)えと、神 (かみ)の国 (くに)の祝福 (しゅくふく)を知 (し)ることができますように。神様 (かみさま)のくださる力 (ちから)で、多 (おお)くの人 (ひと)を生 (い)かす祝福 (しゅくふく)を体験 (たいけん)させてください。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

[image: ]かみさまが　いかされる　いやし



エゼキエル37:3-5　神 (かみ)である主 (しゅ)はこれらの骨 (ほね)にこう仰 (おお)せられる。見 (み)よ。わたしがおまえたちの中 (なか)に息 (いき)を吹 (ふ)き入 (い)れるので、おまえたちは生 (い)き返 (かえ)る。(5)


きんようび




神様 (かみさま)が選 (えら)ばれた民族 (みんぞく)イスラエルは、神様 (かみさま)がくださったみことばと違 (ちが)うように生 (い)きました。その結果 (けっか)、福音 (ふくいん)をのがすようになりました。いのちがなくなった、干 (ひ)からびた骨 (ほね)のように変 (か)わってしまったのです。このとき、神様 (かみさま)が預言者 (よげんしゃ)エゼキエルを呼 (よ)ばれました。エゼキエルは、神様 (かみさま)のみことばを預言 (よげん)するようにされて、干 (ひ)からびた骨 (ほね)が生 (い)きて、軍隊 (ぐんたい)になる幻 (まぼろし)を見 (み)せられました。霊 (れい)を生 (い)かすいやしは、神様 (かみさま)のみことばでだけできるということを見 (み)せられたのです。今日 (きょう)は、エゼキエルの話 (はなし)を考 (かんが)えながら私 (わたし)がいやされなければならない部分 (ぶぶん)があるのかを考 (かんが)えてみて、そこに合 (あ)う方法 (ほうほう)を知 (し)るようにしましょう。
まず病気 (びょうき)のからだをいやす方法 (ほうほう)です。からだが病気 (びょうき)になっている時 (とき)は、良 (よ)い食 (た)べ物 (もの)を食 (た)べて、運動 (うんどう)で体力 (たいりょく)をつけましょう。長 (なが)くする深 (ふか)い呼吸 (こきゅう)で、酸素 (さんそ)が私 (わたし)のからだに深 (ふか)く入 (はい)ってくるようにすることも必要 (ひつよう)です。そうすれば、目 (め)に見 (み)えない所 (ところ)までいやされます。私 (わたし)の心 (こころ)が間違 (まちが)った考 (かんが)えのために病気 (びょうき)になることもあります。このときは、心 (こころ)の平安 (へいあん)を求 (もと)めて祈 (いの)りましょう。最後 (さいご)に、霊的 (れいてき)いやしです。目 (め)には見 (み)えないのですが、最 (もっと)も重 (じゅう)要 (よう)な部 (ぶ)分 (ぶん)です。これは、神様 (かみさま)のいやしでだけ可能 (かのう)です。方法 (ほうほう)は簡単 (かんたん)です。毎日 (まいにち)、たましいの中 (なか)にみことばを刻 (きざ)んで、みことばが根 (ね)をおろすようにすることです。そのようにしていると、体質 (たいしつ)が変 (か)わります。今日 (きょう)から3つのいやしに挑戦 (ちょうせん)してみましょう。ある日、干 (ひ)からびた骨 (ほね)が生 (い)き返 (かえ)ったように、奇跡 (きせき)の証人 (しょうにん)になっているでしょう。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　牧会者夫人修練会2講/2016.05.10




　きょうのいのり













　きょうのでんどう














　きょうのみことば

アモス　２

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう














もくそうしよう　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう









[image: ]レムナントのみんなが、祈 (いの)りに集中 (しゅうちゅう)するようにする方法 (ほうほう)はありますか。
たくさんの方法 (ほうほう)があるでしょうが、きょうは、腹式呼吸 (ふくしきこきゅう)を学 (まな)びましょう。
腹式呼吸 (ふくしきこきゅう)にしたがって、祈 (いの)りの集中 (しゅうちゅう)に挑戦 (ちょうせん)しましょう。レムナントの
みんなの祈 (いの)りの方法 (ほうほう)になるでしょう。






















まず、鼻 (はな)から息 (いき)を吸 (す)います。同時 (どうじ)に下腹 (したばら)に力 (ちから)をいれます。
お腹 (なか)がぽっこりと出 (で)るほど、いちばん大 (おお)きく息 (いき)を吸 (す)いましょう。
お腹 (なか)がぽっこりと出 (で)るほど、息 (いき)をすったあと、口 (くち)を静 (しず)かに広 (ひろ)げて、
　少 (すこ)しずつ息 (いき)を吐 (は)きます。
お腹 (なか)がひっこむ時 (とき)までです。これを1分 (ぷん)に10回 (かい)ずつしましょう。




みことばを
てきようしよう





























おいのり
しよう
父 (ちち)なる神様 (かみさま)！多 (おお)くのいやしの中 (なか)で、いちばん重要 (じゅうよう)な霊的 (れいてき)ないやしが始 (はじ)まりますように。みことばが私 (わたし)に刻印 (こくいん)されて、根 (ね)を下 (お)ろして福音 (ふくいん)体質 (たいしつ)になるように導 (みちび)いてください。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

[image: ]　ダニエルが　うけた　にんむ
　　　　　　　　


　　　　　　
ダニエル6:10　ダニエルは、その文書 (ぶんしょ)の署名 (しょめい)がされたことを知 (し)って自分 (じぶん)の家 (いえ)に帰 (かえ)った。――彼 (かれ)の屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)の窓 (まど)はエルサレムに向 (む)かってあいていた。――彼 (かれ)は、いつものように、日 (ひ)に三度 (さんど)、ひざまずき、彼 (かれ)の神 (かみ)の前 (まえ)に祈 (いの)り、感謝 (かんしゃ)していた。




どようび



バビロンに捕虜 (ほりょ)としてとらえられてきたのですが、神様 (かみさま)がくださる知恵 (ちえ)で、王 (おう)の夢 (ゆめ)を解釈 (かいしゃく)したレムナントがいました。ダニエルです。王 (おう)の夢 (ゆめ)を解釈 (かいしゃく)して力 (ちから)を認 (みと)められて、全国 (ぜんこく)を治 (おさ)める管理 (かんり)に任命 (にんめい)されました。ところが、ダニエルが総理 (そうり)になったのをねたんだ総理 (そうり)たちと高官 (こうかん)が、ダニエルを訴 (うった)えることができることを熱心 (ねっしん)に探 (さが)しました。そのような中 (なか)、ダニエルが毎日 (まいにち)神様 (かみさま)の前 (まえ)に祈 (いの)るということを知 (し)るようになりました。これを利用 (りよう)して王 (おう)が仕 (つか)える神 (かみ)でなく、他 (ほか)の神 (かみ)をおがむ人 (ひと)を獅子 (しし)の穴 (あな)に入 (い)れるようにする法律 (ほうりつ)を作 (つく)りました。ダニエルは、祈 (いの)れば死 (し)ぬようになるという事実 (じじつ)を知 (し)っていたのですが、前 (まえ)にしていたとおり、一日 (いちにち)三回 (さんかい)ずつ神様 (かみさま)の前 (まえ)に感謝 (かんしゃ)しながら定刻 (ていこく)祈 (いの)りをしました。に仕 (つか)えることを止 (や)めなかったのです。神様 (かみさま)がくださる明 (あき)らかな任務 (にんむ)があったからです。神様 (かみさま)は、そのようなダニエルを獅子 (しし)の穴 (あな)で守 (まも)られました。御使 (みつか)いを送 (おく)って、獅子 (しし)の口 (くち)をふさがれて、むしろ生 (い)きておられる神様 (かみさま)をあかしする機会 (きかい)を与 (あた)えられました。
レムナントのみんなも、ダニエルのように神様 (かみさま)が生 (い)きておられるという事 (じ)実 (じつ)の証 (しょう)人 (にん)になる人 (ひと)です。今日 (きょう)からダニエルのように神様 (かみさま)の前 (まえ)に祈 (いの)る時間 (じかん)を持 (も)ってみましょう。私 (わたし)だけに与 (あた)えられた任務 (にんむ)を確認 (かくにん)するようになるでしょう。また、この時 (じ)代 (だい)の強 (きょう)大 (だい)国 (こく)を生 (い)かすレムナントとして準備 (じゅんび)されるでしょう。
　　　　核心訓練メッセージ/2016.05.21











　きょうのいのり













　きょうのでんどう












　きょうのみことば

アモス　３

一日 (いちにち)一章 (いっしょう)
神様 (かみさま)のみことばを読 (よ)もう













もくそうしよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
定刻 (ていこく)祈り (いのり)に成功 (せいこう)したらチェックしよう
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[bookmark: _GoBack]パク・ウヨン牧師 (ぼくし)夫人 (ふじん)！
　　　　　　わたし、なやみがあります！

　　　　　なぜ、毎日 (まいにち)「子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)」を読 (よ)まなければ
　　　　　ならないのですか。　イ・ソユン　レムナント/アニャントンブ教会

毎日 (まいにち)、特 (とく)に朝 (あさ)に<子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)>をすることは、簡単 (かんたん)ではないでしょう。したくないことを無理 (むり)にしなさいと、パパとママが怒 (おこ)ることもあるでしょう。読 (よ)むのが慣 (な)れていないので、もっと大変 (たいへん)なこともあるでしょう。それは<子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)>という霊的 (れいてき)なことを妨害 (ぼうがい)する存在 (そんざい)があるからなのです。ですから、もっとしたくなくなるのです。それでも、ずっとしなければならない理由 (りゆう)は、私 (わたし)たちの霊 (れい)的 (てき)な状 (じょう)態 (たい)を変 (か)える唯一 (ゆいいつ)の方法 (ほうほう)だからです。
たましいを持 (も)った人間 (にんげん)は、考 (かんが)えることに支配 (しはい)されます。みことばを考 (かんが)えれば、みことばに支配 (しはい)されます。反対 (はんたい)に、自分 (じぶん)の考 (かんが)えや感情 (かんじょう)を考 (かんが)えれば、考 (かんが)えと感情 (かんじょう)に支配 (しはい)されます。ところが、この世 (よ)の支配 (しはい)者 (しゃ)であるサタン（ヨハネ14:30、16:11）は、隠 (かく)れて私 (わたし)の考 (かんが)えに不信仰 (ふしんこう)を植 (う)えます。ですから、神様 (かみさま)のみことばなしで生 (い)きるようにさせます。あるときは、自分 (じぶん)で神様 (かみさま)のようになって、思 (おも)いのままに生 (い)きるようにさせます。これが<子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)>がしたくない心 (こころ)ができる理由 (りゆう)です。理由 (りゆう)を分 (わ)かったら<子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)>をするべきだという気 (き)がしませんか。
私 (わたし)たちがサタンがあたえる不信仰 (ふしんこう)の考 (かんが)えに勝 (か)つほど、充分 (じゅうぶん)で完全 (かんぜん)な福音 (ふくいん)の
みことば、賛美 (さんび)、祈 (いの)りで一日 (いちにち)のはじめるために<子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)>を
もう一度 (いちど)始 (はじ)めましょう。
それとともに、全世界 (ぜんせかい)の民族 (みんぞく)を生 (い)かす夢 (ゆめ)をいっしょに見 (み)ましょう。
ソユン・レムナントが<子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)>で霊的 (れいてき)な力 (ちから)を受 (う)けて、
民族 (みんぞく)を生 (い)かす王 (おう)、民族 (みんぞく)を生 (い)かす指導者 (しどうしゃ)になる、その日 (ひ)を
期待 (きたい)しながらです。　　
































おいのり
しよう

父 (ちち)なる神様 (かみさま)！死 (し)を前 (まえ)にしても、信仰 (しんこう)を守 (まも)ったダニエルのように、私 (わたし)にくださった任務 (にんむ)を発見 (はっけん)して、握 (にぎ)って勝利 (しょうり)することができますように。イエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
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